
平成３０年度様式

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 長崎よか川交流会 

２ 

事 業 名 称
河川活動団体を対象とした川(水)の安全講習開催 

３ 

実 施 日 時

１回目 ： 平成 31年 2月 1日  13：30～16：30 

２回目 ： 平成 31年 3月 16日 13：30～16：30 

４ 

実 施 場 所

１回目 ： 長崎市元船町 17-1  長崎県大波止ビル 7階会議室 

２回目 ： 長崎市末石町 162 長崎市南部市民センター研修室 

５ 事業目的、内容 

  及びその効果 

【実施状況・内容】 

➣ 行政からの情報提供

・市民への避難情報の伝達と周知について   長崎市防災危機管理室  

・河川情報、ダム情報の提供   長崎県土木部河川課 

・災害ﾏｲﾀｲﾑﾗｲﾝの作成について(1回目)国土交通省長崎河川国道事務所

・多発する集中豪雨の現状（2回目） 国土交通省長崎河川国道事務所

➣特別講演（1回目）

避難・救助時の危険回避について  ﾚｽｷｭｰｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 藤原 尚雄氏

➣水防災講習(2 回目) NPO白川流域ﾘﾊﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ 

【効 果】 

長崎県内では、諫早大水害から 60年以上、長崎大水害から 36年が経過し 

大規模災害への意識が薄れつつある中、自助力の向上や共助としての地域

コミュニティの強化について再認識させられたことと、水の水理特性や水

が人体に与える影響などは河川での活動だけでなく防災の面からも重要な

知識であることを認識させる効果があった。 

また、河川活動団体が地域コミュニティと連携することによって地域の水

防災に貢献し、河川ボランティア活動の活性化につながる可能性を感じた。 

６ 

参 加 内 訳

総人数    45名 

（１）主催者参加  8名 

（２）日本人参加（（１）を除く）   37名 

（３）外国人参加（（１）を除く）   0名 

７ 

今 後 の 方 針 

長崎県内の河川活動団体が危険予知、安全行動、救助方法、水の特性等に

ついての知識を習得するとともに、水防災意識を高めるよう幅広い地域で

の講習会の開催を継続して実施していきたい。 
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講習会の実施状況               長崎市避難情報等情報提供 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県からのダム情報等情報提供        国土交通省マイタイムラインについて 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原氏特別講演                水防災講習（動水圧体験） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  




